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一般的な商用電源 は、 日本 国内では交流

100Vが一般的であり周波数は50Hz(中 部 ・北

陸 ・関西以西は60Hz)が 広 く使われている。こ

れに対して航空機などに搭載される装備品 (交

流で稼働するもの)を 動作させるために必要な

電源周波数は400Hzと なっている。

従って、このような装備品を試験やメンテナ

ンス等のために航空機から取り外し地上で稼働

させるためには単相あるいは三相交流400Hz

を供給可能な電源設備が必要となる。

本稿では装備品を地上で稼働、試験するため

に必要な各種電源設備およびそれぞれの特長な

どについて解説する。

航空機搭載装備品を地上で稼働させるために

は、地上 の電源 (交流100Vあ るい は200V、

50/60Hz)を航空機用の400Hz(200Vな ど)に

変換するものが必要であることはいうまでもな

いが、これを具体的に実現するためには主に次

のような方法 鍛 器)が ある。なお下記の機器

以外にもスライダック方式のAVRな どがある

が、周波数変換用途には使用できないため本稿
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では扱わないものとする。

周波数変換器

文字通り入力復1の周波数とは異なる周波数が

出力側に現れるもので、近年の主流は半導体イ

ンバータ方式となっており、水晶発振器を基準

としたPLLシ ンセサイザ方式を採用している

ものが多く、機械式の周波数変換器にみられる

ような周波数変動の少ない安定した出力が期待

できる。

なお出力電圧や周波数は固定化されている製

品が多 く、周波数変換を主目的とした用途に適

している。

交流電源 (交流安定化電源)

交流電源は一般的に出力電圧および周波数を

可変できる製品が多く、前述の周波数変換器と

比較するとより汎用的になっている。交流電源

にはさまざまな方式の製品が存在するが、本稿

では周波数変換が可能な 「リエアアンプ方式」

と 「PWM(ス イッチング)方 式」について解

説する。

Aコ リエアアンプ方式

オーディオアンプと似た方式であることか

ら、出力の波形品質は高いものの大型で重くな

ることから大電力の用途には適していないため

小～中容量の用途で採用されている。
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図 1 交 流電源による電源入力試験構成図

図2 サ ィクル試験機能を内蔵した賓流電源の例 図3 プ リセットメモリを内蔵 した交流電源の例
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B口PWM(ス イッチング)方 式

PWM(Pulse width MOdulatiOn):パ ルス幅

変調によるスイッチング方式と呼ばれ、リエア

アンプ方式と比較 して小型化 ・軽量化が可能で

あることから大電力の用途ではこの方式が採用
されることヵざ多い。             |

本稿ではこのような交流電源を使った電源入
力試験方法の概要について解説する。

交流電源による電源入力試験は、図 1の よう

な接続により試験可能であり、一般的に次のよ

うな試験が実施されることが多い。

サイクル試験

試験対象の機器に供給する電源電圧を周期的
にONと OFFを 繰 り返す試験で、機器に対す
る日常的な電源 ON/OFFを シミュレーシヨン

するものである。この試験は主に機器の評価 ・

検証時に実施される。

交流電源の中にはこのようなサイクル試験機

能を内蔵した機種も市販されており、プログラ
ム等の作成なしに容易に実現可能である (図
2)。
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リエアアンプ方式 PWM方 式

効率 比較的低い 比較的高い

波形品質 ○ △

サイズ 比較的大 きい 比較的小さい

重量 比較的重い 比較的軽い



図4 琵 流電流による単相→二相変換の例

入力電圧変動試験

試験対象の機器に供給する電源入力電圧を定

格値に対して上昇あるいは下降させる試験であ

り、その機器の定格電圧上限および下限での動

作を確認するものである。一般的に下限値、定

格値、上限値の3種 の電圧で確認することが多

ヤヽ。

このような場合、プリセットメモリ機能を内

蔵した交流電源を使用すれば、このような設定

電圧をあらかじめメモリに記憶しておき即座に

設定値を呼び出すことができるため、電圧設定

作業を省力化することが可能である (図3)。

入力電圧変動試験と同様の試験として入力周

波数変動試験を行う場合もあるが、基本的な試

験方法は 「電圧」が 「周波数」に変わること以

外同様である。

交流電源を使って電源入力試験を実施する場

合のポイントは以下の通りである。

設置環境

現在、市販されているPWM(ス イッチング)

方式交流電源の効率は80%前 後と比較的高い

が、大電力を必要とする装備品を試験する場

合、当然ながら設置現場の供給電力も大容量が

必要となるので注意が必要である。

また試験対象の装備品が三相交流で稼働する

場合、当然ながら三相交流電源が必要となる。

試験現場の電源系統が単相交流のみの場合、一

般的な三相交流電源は (供給電源として三相交

流が必要であることから)使 用することができ

ない。

設置現場に新たに3相交流追加の電源工事を

実施することが難しい場合、比較的小容量に限

定されるが、図4の ように単相交流で動作可能

な二相交流電源を使えば試験可能である。

電圧および周波数設定

交流電源を使用することにより任意の電圧お

よび周波数を設定することが可能であるが、便

利な半面、使用する際は注意が必要である。

例えば試験対象装備品の電源定格電圧よりも

大幅に高い電圧を誤って設定した場合、装備品

に深刻なダメージを与え、場合によっては破損

する可能性がある。また周波数については

400Hzではなく50Hzな どの低い周波数を設定

した場合、同様にダメージを与える可能性があ

り注意が必要である。

このような場合、出力周波数が400Hzに限定

された交流電源を使用し、出力電圧については

前述のプリセットメモリ機能を使用すれば事故

を未然に防ぐことができる。

三相交流電源の電圧設定

三相交流電源の出力電圧を設定する場合、次
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図5 二 相交流電源の電圧設定
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図6 温 度ディレーティングカーブの例

定格電力を出力できるのは

周囲温度40℃まで。
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周囲温度50℃を超えると

温度保護回路が動作し出
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のように2種 類の設定方法が考えられる (図

5)。              ｀

A.相 電圧による設定

B.線 間電圧による設定

相電圧と線間電圧の間には次のような関係が

ある。

線問電圧主相電圧×v辱=相 電圧×1.732

従って、相電圧の設定で100vと設定した場

合、線間電圧は100v xl.732■173Vとなる。

ちなみに市販の交流電源では 「相電圧」と

「線間電圧」のどちらでも設定できるように

なっているものが多い。これは便利である一

方、設定を誤ると接続対象物にダメ■ジを与え

る可能性があるので注意が必要である。

例えば、線間電圧を設定しているちもりが実

は相電圧だったとすると、試験対象物には1.7倍

の電圧が印加されることになるからである。

ディレーティング

交流電源などの電源機器は、周囲温度や出力

周波数などでのディレーティングカーブが規定

されている ものがある。例 えば、定格 出力

10kVAの 交流電源でも周囲温度が高温になっ

た場合、ディレーティングにより定格電力が制

限され(定 格電力の10kVAま で出力できない

可能性があるため注意が必要である (図6)。

航空機に搭載されたさまざまな装備品を地上

で動作させるために必要な周波数変換器および

交流電源を使った電源入力試験の概要について

述べた。今後、実際の現場で少しでも参考にな

れば幸いである。    ャ
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